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図2 残留電子比熱係数 γo/ァNに対する㌔/t ｡
の図｡○はそれぞれ､育成原料組成の異な
る単結晶試料の測定結果である｡
2番目に､本質的にγ｡≠0の場合である｡波数空間において面状のギャップレス領域がある
場合､γ｡が有限に残る｡ 特に､Sr2RuO｡は3枚のフェルミ面を持っており､これらの1枚あ
るいは2枚のみで超伝導ギャップが開いているとすれば､この大きなγ｡を説明可能であ
る｡7)例えば､3枚のフェルミ面のうち･最も面積の大きいもの(主にd" 軌道に基づく状態)
のみが超伝導を起こしているとすれば､γ｡/r N=43%残らなければならない｡3番目として､
ddパリティの場合だけ起こる､non-unitary状態である｡この場合､ro/rN-T50%である｡
この状壕を表すエネルギーギャップは､Sigristら8)や､Machidaら9)により計算されている｡
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